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山口県油谷湾地域漸新世日置層群人丸累層の試錐柱状図と化石

岡本和夫・松岡敬三

Geologic column by boring and fossils of the Oligocene Hitomaru 
Formation in Yuya 

Kazuo Okamoto* and Keiji Matsuoka** 

(Abstract) 

The geologic column of the Oligocene Hitomaru Formation was made from the 

boring cores， presented by Mr. Sakae Fujimoto， at 19ami， Yuya-cho in 1972. This 

geologic column will become a standard of the Hitomaru Formation. 

The symmetrical wave ripples are often observed on the top surface of sandstone bed 

of the lower to middle horizons of this formation. 

The plant fossils named the Daibo flora of the Miocene Daijima type were collected 

from the Daibo and other areas (Huzioka， 1974). 

At the bottom of this formation Corbicula beds can be found usually. On these 

Corbicula beds the crowded and small (about 1cm length) Corbicula matusitai are 

distributed. ln the Corbicula beds， Bellamya kosasana is rarely found. Corbicula 

matusitai have no shells generally， but C. matusitai having shells are found on the coast 

between Tateishi and Tsuo. The beds， containing large (about 2cm 1ength) C. matusitai 

with rare Macoma ? sp. and “Cultellus" cf. izumoensis， rest upon the small Corbicula 

beds in Kuraoda area. 

At a point on the east coast of Tateishi Lamprotula nagahamai and Bellamya kosasana 

were found on the surface of sandstone block of the Hitomaru Formation. 

The following molluscs are described: Bellamya kosasana， Lamprotula nagahamai， 

‘Cultellus" cf. izumoensis， Macoma ? sp.， and Corbicula matusitai. 

はじめに

山口県北西部油谷湾付近の第三系は斬新世の日置

層群と中新世の油谷湾層群に区分される.日置層群(岡

本， 1970) (第l表)は，十楽，黄波戸，峠山および人丸

累層に区分される.十楽累層は陸成で珪化木を産出す

る.黄波戸および峠山累層のそれぞれの基底部には，

芦屋動物群(Otuka，1939)の Crassostreasakitoensisが

出現し，芦屋動物群の員類(員化石群集)が多産する.

一方，最上部の人丸累層は基底部で佐世保非海生軟体

動物群(Suzuki，1941)の構成種である Corbicu1amatusitai 

が非常に多数産出する(岡本・今村， 1964， 1971 ; 

Ok訓 oω，1965;岡本， 1975， 1981;岡本・君波， 1985). 

岡本・今村 (1964)の報告後，この地域を調査した布

施・小高(1986)は日置町黄波戸から豊北町特牛までの

地域の第三系を検討した際，人丸累層基底部から

Corbicula cf. matusitaiからなる Corbicula群集を汽7.K~

淡水の群集と考えた.最近，尾崎(1999)はこの地域の
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フィッション・トラック年代値から新第三系の層序の

問題に言及している.

1972年12月に藤本 栄より提供された油谷町伊上に

おける試錐資料から人丸累層の柱状図が作製できたの

で報告し，さらに人丸累層産の貝類化石が再検討でき

たので，ここで記載する.

人丸累層

人丸累層と峠山累層との関係:w宇山累層と人丸累層

の境界では，峠山累層最上部に芦屋動物群の貝類化石

を含むのが一般的である.第l図の地質柱状図で峠山

累層最上位の角喋を含む緑灰色中陳岩層準に，通常地

表では芦屋動物群の Turritella(Hataiella) infralirata， 

Euspir・aashiyaensis， Glycymeris cisshuensis， Solamen 

subfornicatu凪 Ch1amys(s.s.) ashiyaensis， Crassatellites 

(E町 rassatella)yabei， Veneric且rdia (Cyc1ocardia) sub-

nipponica， Lucinoma sp.， DosII山 (Phacosom丘)chikuzensis 

などが発見されている(岡本 ・今村， 1964). しかし，

この柱状図は堆積盆の軸部に近いためか，化石は発見

されていない.この中喋岩層より上位を人丸累層とし

た.峠山累層とは整合関係で，泥質岩からなり，その

層厚は場所により多少異なるが， 3~5枚の凝灰岩層

を扶み，佐世保非海生軟体動物群のCorbicul丘matusitai

からなる Corbicula 層を2~数枚挟む.

峠山累層最上部の芦屋動物群の貝類化石を含む喋岩

層と人丸累層最下部のCorbicula層は相伴い，両者の境

界総を引くのに極めて有用であった.岡本・今村(1964)

第1表.日置層群(岡本， 1975)の層序と各累層を特徴づける

化石群.
Table 1. Stratigraphy of the Hioki Group and the characteristic 

fossils of each formation. 
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の第E図版，地質図に27か所のCorbicula化石産地を示

した.

人丸累層の模式柱状図:人丸累層の柱状図は岡本・

今村(1964)の第3図に示されてある. しかし，その後

岡本は1972年12月油谷湾大字伊上字伊上小串(第2図，

Loc. 6)での試錐試料から第l図に示す地質柱状図を作

製することができた.この図は，作製した当時のまま

示し，改変していない.層厚は220mで，地表面で作

製された柱状図よりかなり薄い.これは堆積盆地の周

辺部と軸部で作製されたためだと考えられる.しかし，

今後はこの柱状図が人丸累層の模式柱状図として扱わ

れるであろう.

人丸累層は，主として泥岩および“白雲母"を含む

中~細粒砂岩からなり， 11~12の厚さ1O~30mの上方

粗粒化部層から構成され，筑豊炭田脇田層の堆積シー

ケンス(早坂， 1991;尾崎ほか， 1993)に似ているよう

に見える.人丸累層の岩相は脇田層の岩相に似る部分

がある(岡本・今村， 1964). 泥岩には9枚の炭質頁岩

が挟まれる .砂岩にはしばしばコンボルート葉理

(convolute lamination)が認められた.また， -120m付

近の炭質頁岩下部に火山豆石が認められた.野外では

下~中部の砂岩・泥岩互層に波長数~20cm，振幅数

~20mmのウエーブ・リップル (wav巴 ripples) カf しばし

ば認められたが，試錐では認めることができなかった.

全体として見たときは，粗粒部分は下部で砂岩が優勢

で，上部で細粒の泥岩が優勢となる.

ウエーブ・リップルが確かにそうであるかを検討す

るために，ウエーブ・リップル断面図(第3図)を作成

したが，最上部 2~ lOmmの厚さの部分が無層理で塊

状の細粒砂岩であることは，この砂岩上部にはウエー

ブ・リップルが形成されたことを示している (Reineck

and Singh， 1973) . 

大坊(化石)植物群:人丸累層から産出する植物化

石群は大坊(化石)植物群と呼ばれ(今村・和田， 1956; 

今村・岡本， 1959)， 大坊地域の模式地(第2図， Loc. 7) 

のほかに，山根地域の菱海中学校南西側の露頭から採

集され，また立石港の改修時にも採集された.

Huzioka (1974)は，この植物群は常緑樹をまじえた落

葉閲葉樹林に由来し，暖温な気候であったとみなし，

台島型植物群であると述べた.

人丸累層の時代:この地方の古第三系からは数個の

フイツション ・ト ラック年代が測定されている .人丸

累層からのものについて述べると，木村 ・辻(1992)は

油谷町伊上大江の凝灰岩を測定して27.4Maの値を得て

いる.尾崎(1999)は，伊上浅井の人丸累層からの試料
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第2図.山口県油谷町人丸累層からの検討化石産地および

試錐位置図.国土地理院発行のlβ5，000地形図「長門

古市Jの一部使用.

Fig. 2. Fossil localities of the examined fossils and th巴boring

locality of the Hitomaru Formation in Yuya-cho， Yama-

guchi Pr巴fecture.

(SI17)の測定値では23.1士1.6Maの値を得ている .

Corbicula matusitaiの産出層準とフィッション・トラッ

ク年代を考慮して人丸累層の時代は斬新世後期ある

いは中新世初期としておきたい.

人丸累層の貝類化石とその産地

Corbicula matus陶 i:本種は，人丸累層最下部のCor.

bicu1a層を特徴づける種であることを岡本・今村(1964)

が報告した.油谷湾付近の Corbiculamatusitaiの産地

のうち，貝殻が保存されているものは油谷町立石の北

東海岸の転石(岡本， 1975の町A-3図版， Figs. 11-13) 

のみであった(第2図， Loc.l). 

山陰本棋以南の大津郡油谷町伊上，新別名，久富な

どの地域では殻長がlcm以内の大きさ(ここでは“小型"

と呼ぶ)の白orbicuJaの密集層が何枚か認められる.一方，

山陰本線以北の油谷町蔵小田下(第2図， Loc. 5)の

CorbicuJaは下部で、は“小型"の Corbicula層がイ可枚かあり，

ここでは Viviparussp.をl個体発見したが，そのと{ず

では殻長が2cm前後(ここでは “大型"と呼ぶ)の

Corbicula matusitaiが若干の Macoma?spを伴って産出

する(第4図).この露頭は，故安部晋太郎氏墓地への

通路となり，現在は失われている.油谷町蔵小田中畑

東部にはこのような“大型"の Corbiculamatusi臼iがf也

種を伴い産出する箇所(第2図， Loc. 4)がある .これ

とは別に中畑東部(第2図， Loc.3)では砂岩層を挟む

泥岩層が“大型"及び“小型"の Corbiculamatusitaiを

混じえながら，“Cultellus"cf. izumoensisが両殻を聞

いた状態でl個体産出した.

Lamp脱 J泊成羽d百四;:油谷町東立石の海岸(第2図，

Loc.2)で無層理の細粒砂岩転石から，Bellamy.丘kosasana，

Bithyniidaeの小型の巻貝をその蓋と共に発見した.

Unio sp. :山陰本総伊上駅北東の人丸累層中からの

記録がある(岡本・今村， 1964). しかし，標本は残さ

れていない.

人丸累層の古環境

人丸累層の堆積開始とほぼ同時に佐世保非海生軟体

動物群の要素である Corbiculamatusitaiの極めて著しい

繁栄がある.この Corbiculamatusitaiは，殻の形態や殻

表の彫刻，化石の産状から汽水種と考えられる.稚貝

も含む殻長がlcm以下のものが密集 し，ほほ現地性の

産状を示している .Corbicula matusitaiのタイプシリー

ズより小型であるが，同一種の密集による小型化と考

えられる.霞ヶ浦 ・北浦における Corbiculajaponicaの

生息密度と殻長との関係に同様なことが知られている(加

瀬林ほか， 1969) .また，稀に Bellamy.akosasanaが混じ

ることから，河口部周辺に棲んで、いた淡水種が死後運

ばれたものと考えられる.

その後，蔵小田地域では “大型"の Corbiculamatusitai 

が出現し，またMacoma?sp. および“Cultellus"cf. 

izumoensisを伴うことがある .さらに，これらの産状

が異地性を示すことから，堆積環境は内湾周縁~湾奥

部の河口域と推定でき，その上部ではウエーブ・リッ

プルが発達し，平穏な内湾状態が維持されただろう.

“Cultellus" cf. izumoensisの発見から外洋は，芦屋動

物群の生息する海であったことが推定できる.砂岩の

多い下部に比較して，上部で泥質岩が多くなるが，こ

の境界部に火山豆石が認められることから，堆積の場

が陸化した時もあると考えられる.この環境が継続し

たか否かは不明である.転石のため，産出層準は不明

であるが，淡水棲種である Bellamy.akosasana， Lamprotula 

nagahamai， Bithyniidaeの産出は，淡水域の環境が存在
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第3図.人丸累層からのウエーブ・リップルの断面図.

Fig. 3. Profil巴sectionof th巴wav巴ripplesof the Hitomaru Formation. 
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第4図.山口県油谷町下蔵小田における人丸累層の柱状図.

Fig. 4. Column of the Hitomaru Formation at Shimokuraoda， 

Yuya-cho， Yamaguchi Prefecture. 

していたことを示している.

化石記載

Family Viviparidae タニシ手ヰ

Genus Bellamya Jousseaume， 1886 アフリカヒメタニシ属

Bellamya kosasana (U巴:ji，1934) コササヒメタニシ

(第5図1)

Viviparus kos丘sanusU巴:ji，1934， Venus， vo1. 4， no. 6， 

p. 347-348， pl. 5， figs. 4， 5. 

北九州市立自然史博物館に保管されている標本(KH

NMlvP700002)について，模式地である長崎県北松浦

郡小佐々町野島の野島層群大屋層からの標本と比較検

討し Bellamyakosasana ~こ同定した.採集された 1個体は，

細粒砂岩に含まれるやや圧縮変形した印象化石である

が，本種の特徴である縫合線下の弱い肩が確認できる.

岡本・今村(1964)の油谷町下蔵小田 (Loc.5)付近か

らCorbiculamatusitaiに伴なって産出した“Viviparus"

sp.は本種であろう .

人丸累層以外の産地は，古浦層 (Suzuki，1949;加藤，

1969 ;松岡，1985;松岡・岡本， 1999)，鈴鹿層群(鈴木・

大山， 1948)，豊岡累層(弘原海 ・松本， 1958)，野島層群(長

浜・水野，1965)から知られている.古浦層のフイツシ

ヨン・トラック年代は， 22土2.2Ma(鹿野・吉田，1984)， 

野島層群深月層のフィッション・トラック年代は，

18.5士2.3Maと18.9::t2.9Maで、あり (Sakaiet al.， 1990)， 

本種は中新世前期を特徴づける種である

採集地:山口県大津郡油谷町東立石 (Loc. 2). 

計測(mm): 

登録番号 殻長殻高 採集日

KHNMlvP700002 18.0 14.8 Jul. 26， 1984 

Family Unionidae イシガイ干ヰ

Genus Lamprotula Simpson， 1900 ガマノセガイ属

Lamprotula nagahamai Mizuno， 1966 ナガノ¥マガマノセ

ガイ

(第5図 2)

Lamprotula nagahamai Mizuno， 1966， R巳p.，Geol. Surv. 

Japan， no. 215， p.7-8， text-figs. 2， 2a， b， 3， 3a; pl. 1， figs 



18 岡本和夫・松岡敬二

7 

9 

8 
第5図.人丸累層からの貝類化石.

Fig. 5. Fossil molluscs from th巴HitomaruFormation. 

l. Bellamya kosasana (KHNMlvP700002， X l.0)コササヒメタニシ， 2. Lamprotula nagahamai (KHNMlvP700001，Xl.0)ナガハマガマノセガイ，

3. Macoma ? sp. (TMNH05663， X l.2)， 4目 Corbiculamatusitai (TMNH05658， X2.0)マツシタシジミ ，

5. Macoma? sp. (TMNH05665， X l.l)， 6. Corbicula matusitai (TMNH05661， X2.0)マツシタシジミ ，

7. Corbicula matusitai (TMNH05660， X2.0)マツシタシジ ミ，8.“Cu1tellus" cf. izumoensis (TMNH05662， X l.0)， 

9. Corbicula matusitai (CMI5243， XO.8)マツシタシジミ， 10. Corbicula matusitai (TMNH05657， X2.5)マツシタシジミ.

6， 6a; pl. 2， figs. 1， la， 2， 2a， 3， 3a. 

本種は， Mizuno (1966)により 長崎県北松浦郡鹿町

町大屋海岸の野島層群大屋層(前期中新世)から記載さ

れた.人丸累層からの Lamprotulanagahamanま， 右殻

の印象化石 (外形雌型)であり，殻は卵三角形で，タイ

プシリーズのなかではホロタイプ (holotyp巴)に最も似

ている.ホロタイフ。の殻長が58mmに対して， 32.2mm 

と小さい.

産地:山口県大津郡油谷町東立石(Loc. 2) 

計測 (mm): 

登録番号 殻長 殻高 採集日

KHNMIvP700001 32.2 30.9 Jul. 26， 1961 

Family Pharidae ユキノアシタ科

Genus Cultellus Schumacher， 1817 

“Cu1tellus" cf. IzumoensIs Yokoyama 

(第5図 8)

Cu1tellus sp.; aff. C. IzumoensIs: Nagao， 1928， Sci. Reps. 

Tohoku Imp. Univ.， Ser. 2， vol. 12， no. 1， p.85 (75)， pl. 

IV， figs. 1-4. 

Ph丘xasrectangulus: Oyama， Mizuno， and Sakamoto， 1960， 

Illustrated Handb. Japan. Paleog. Moll.， p.205， p1.62， fig. 

8a. 

Cu1tellus cf. IzumoensIs: Okamoto and Nakano， 1963， 

Geol. Rep. Hiroshima Univ.， no.12， p.536-538， p1.57， 

figs.4-9. 

Cultellus IzumoensIs: Tomita and Ishibashi， 1990， Sci. 
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Repts.， Dep. Geol.， Kyushu Univ.， Vol. 16， No. 2， p1.l5， 

figs. 2-3 

日置層群黄波戸累層・峠山累層からの標本は，

Cultellus cf. izumoensisとして報告されている (Okamoto

and Nakano， 1963;岡本・今村， 1964;岡本， 1975;布施・

小高， 1986) .芦屋層群から報告された Cultellussp. aff. 

C. izumoensis (Nagao， 1928)， Phaxas rectang山 s(Oyama 

et al.， 1960)， CuJtellus izumoensis(富田 ・石橋， 1990)は，

日置層群の標本に似ている .Cultellus rectangulusは，

埼玉県秩父郡吉田町の赤平層群からKanno(1956)によ

り記載された種で，Cultellus izumoensisより殻後端が

より裁断状になり，殻頂が前に寄ることで区別されて

いる.また，CuJtellus rectangulusのノfラタイフ。(paratype)は，

Nagao (1928)の C山ellussp.組、 C.izum町田1sに似ている.

人丸累層から採集された標本は，歯と筋痕等の殻内

面の形質が観察できなかった.芦屋層群産の標本に似

ているが，今後保存の良好な標本による詳細な検討が

必要で、ある.

産地:山口県大津郡油谷町蔵小田中畑(Loc.3). 

計測 (mm): 

登録番号 殻長 殻高 採集日

TMNH05662 44.6 13.7 Oct. 30， 2000 

Family Tellinida巴 ニッコウガイ干ヰ

Genus Macoma Leach， 1819 シラトリガイ属

Macoma? sp. 

(第5図 3，5) 

殻は卵形から卵楕円形，前端はよく丸まる.殻の外

形や鮫歯の特徴は Macoma属に似るが，套線湾入や殻

表彫刻が確認できないため， Macoma? sp.としておく.

これまで日置層群の Macoma属は，黄波戸累層から

Macoma nagaoi (岡本， 1975)， Macoma sp. (布施・小高，

1986)が報告されている.

産地:山口県大津郡油谷町下蔵小田 (Loc.5) . 

計測 (mm): 

登録番号 殻長 殻高 採集日

TMNH05663 22.4 19.6 Jul. 29， 1957 

TMNH05664 22.9 21.0 Jul. 29， 1957 

TMNH05665 21.8 19.2 Jul. 29， 1957 

Family Corbiculida巴 シジミガイ干ヰ

Genus Corbicula Mirgel von Muhlfeld， 1811 ヤマトシジ

ミ属

CorbicuJa (Corbicula) matusitai Suz此i，1941 マツシタシジミ

(第5図 4，6，7，9，10) 

Corbicula nakayamana: U巴:ji，1934， Venus， vol. 4， p. 346， 

pl. 7， fig. 14. 

Corbicula matusitai Suzuki， 1941， Jour. Fac. Sci.， Imp. 

Univ. Tokyo， Sect. II ， vol. 6， p. 58-61， pl. 4， figs. 8-11. 

Corbicula (Corbiculina) matusitai: Okamoto， 1975， 

G巴ologyof Yamaguchi Prefectur巴， pI.6A-3，figs.II-13.

Corbicula cf. matusitai: Fuse and Kotaka， 1986， Monogr.， 

Mizunami Fossil Mus.， no. 6， pl. 18， figs. 12-13. 

本種は， Suzuki(1941)により長崎県北松浦郡世知原

村(世知原町)世知原の松浦炭鉱より採集した標本に基

づき記載された.標本は炭鉱内から採集されたため，

その産出した地層は佐世保層群世知原層(? )とされて

いる.世知原層から記載された Corbiculanakayamana 

(U司i，1934)のパラタイプ(paratype)は， C. matusitaiの

新種記載の際に， C. matusitaiの可能性が示唆されて

いる (Suzuki，1941). 

布施・小高 (1986)は，人丸累層のシジミ化石をc.

cf. matusitaiに同定している.今回，岡本が採集した

標本と東京大学総合研究博物館に保管されている

Corbicula matusitaiのホロタイプ(第5図9，CM15243) 

と比較して，本種に同定した.殻は小型であるがすべ

ての外形形質は一致する.また，原記載で記載されて

いなかった鮫歯は，Corbicula属の特長を持ち，前後側

歯問の角度は1370であった(第5図10). 

人丸累層の Corbiculamatusitaiは，岡本・今村(1964) 

では Corbicula亜属に，岡本(1975)では Corbiculina亜

属に帰属させている.ここでは，殻の形態や古生態を

考え，Corbicula亜属に帰属させた.

人丸累層以外の産地としては， Suzuki(1941)が相浦，

佐世保，野島層群と古浦層から，古川 (1959)が相浦層

群日野砂岩部層から報告している.相j甫層群から野島

層群のフィッション・トラック年代は， 31Maから 18Ma

である (Sakaiet al.， 1990;宮地・酒井， 1991). 高安(1985) 

は，島根県八束郡美保関町菅浦の古浦層から の

CorbicuJaは本種で、はなく CorbicuJasp.としている.また，

美保関町法田(古浦層)から安野勝敏により採集された

標本は，変形が大きく Corbicula(Corbicula) matusitaiに

同定できなかった.

産地:山口県大津郡油谷町立石東方(Loc.1)，蔵小田

中畑 (Loc.3，4)，下蔵小田 (Loc.5). 

計測 (mm): 

登録番号 殻長 殻高 採集日

TMNH05657 12.8 10.5 Aug. 20，1956 
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TMNH05658 15.8 13.0 Aug. 20， 1956 

T恥1NH05659 15.3 13.4 Aug. 20， 1956 

TMNH05660 12.4 1l.0 Aug. 20， 1956 

TMNH05661 10.4 8.8 Aug. 20， 1956 
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(要旨)

岡本和夫・松岡敬二:山口県油省湾地域漸新世

日置層群人丸累層の試錐柱状図と化石

山口県北西部油谷湾付近の日置層群は，十楽，

黄波戸，峠山，人丸累層に区分され，黄波戸お

よび峠山累層は海生種からなる芦屋動物群で特

徴づけられている.人丸累層下部には，佐世保

非海生軟体動物群の構成種である Corbicula

matusitaiが多数産出することが知られている.

今回は油谷町伊上における試錐資料から作製し

た，人丸累層の柱状図を示した.さらに，

Corbicula matusitaiにf半し3“Cultellus"cf. 

izumoensis， Macoma ? sp.が産出し，北九州市立

自然史博物館に保管されていた標本から淡水生

のBellamyakosasana， Lamprotula nagahamaiの2

種を同定した.これにより，人丸累層は汽水域

から淡水域に堆積した地層であることが考えら

れる.
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